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1

補助金、助成金
の見直し

【担当課】
・財政課（主）
・行政課
・各補助金、助成
金事業実施課

⑴　現状
・補助金　81項目（H30決算）
　H30　468,831,169円
　H25　 366,929,006円
　H20　 219,375,921円
・助成金　26項目（H30決算）
　H30　30,194,594円
　H25  32,341,933円
　H20　11,199,092円
・合計　107項目（H30決算）
　H30　499,025,763円
　H25　399,270,939円
　H20　230,575,013円

⑵　課題
・補助の目的等が不明確になっている。
・補助の目的に対する効果等の検証が行わ
れていない。
・事業費補助について、全額補助から少額
補助まで様々あり交付割合（補助割合）の
基準がない。
・団体への補助について、補助金の財源確
保方法の検討が必要である。

⑶　　改善策（例）
・定期的に事業効果や必要性を検証
し、事業の見直しを徹底する。
・事業規模等により補助率の上限を
定める。
・補助金の見直し基準、交付基準と
なる市の方針を策定する。
・団体への補助では、団体の会費等
の引き上げを検討する。
・団体への補助で、クラウドファンディ
ング（ふるさと寄附金）を活用する。

⑷　求める効果
・経常経費の圧縮
・交付団体の自立
・職員の交付事務に係る事務の負担
軽減

※手数料及び使用料の見直し（減免の考え方の整理を含む。）に関連する補助金等は
　それにあわせて見直しを図る。

※団体への補助について、クラウドファンディング（ふるさと寄附金）の活用をあわせて検討する。

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

　取組の内容

①基準（ガイドライン）の設定

③基準に基づいた補助金、助成金の

実施（見直したものから随時）

②基準に沿った各補助金、助成金

の見直し、予算査定


